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第1章　 緒 言

血 球 の調 節 に 中枢 神経 が 関 与 す る事 に就 て

は,古 くよ り臨 床的 に癲 癇,脳 溢 血,そ の 他

の脳 疾 患 或は 精 神病 に 於 て屡 々血 液 像 に一定

の変 化 が 来 る事 が 知 られ,漠 然 と血 球 調節 中

枢 の 存在 が 推 定 さ れ て いた.而 るに1927～

1928年 本 邦 に於 ては 亘-越 智110)が,ド イツに

於 て はSchulhoff-Matthies168), Rosenow165),

 Hoff-Linhardt137)が 偶 然 に,夫 々全 く別 個 に

血 球 の調 節 中 枢が 脳 に あ る事 を指 摘 して よ り,

血液 像 の変化 に 関 す る研 究 は糾 然 として中 枢

問題 に触 れ る様 に な り実 験 的 に も多 くの成 果

を挙 げ るに 至 つた の で あ る.

即 ち1927年Schulhoff-Matthies168)は 慢 性

流行性 脳 炎 患者 に 赤 血球 増 多 を認 め,実 験的

に家 兎 間脳 へ珪 藻 土 食塩 水 浮遊 液 を 注入 し得

た る例 に著 明 な赤 血 球増 多 症 を惹 起 せ しめ る

事 に成 功 し,一 方 白血 球 方面 に於 て も1923年

亘-越 智110)が 家 兎灰 白結節 漏 斗部 の 穿 刺は 正

常 値 の約3倍 強 の 白血 球増 多 を来 す が,乳 嘴

体 の 穿 刺 は反 対 に 白血 球減 小 を来 す事 を観察

し,同 年Rosenow165)も 同 様 の見解 を発 表 し

て夫 々血 球 の 調 節 中枢 に関 す る業績 の嚆 矢 を

な した.更 にHoff-Linhardt137)は 細 菌蛋 白

Pyriferの 注 射 は家 兎に 白 血球 増 多を 起 す が,

頸 髄 切断家 兎 では之 を 注射 して も白血 球増 多

を起 さぬ 事 か ら,白 血 球増 多 を調 節す る神経

線 維 は間 脳 を 出 て頸 髄 を通 過 してい る と述べ,

遅 れ て1933年Heilmeyer132)は 胸髄 或 は腰髄

を 切断 せ る家 兎に瀉 血 を行 う時 は顕著 な網赤

血球増 多 を来 すが,頸 髄 切断 家 兎で は増 多 を

来 さな い事 か ら,中 枢 を発 した 赤血球 調 節神

経 線維 は頸 髄 を下 降す る と述 べ た.爾 来 約20

数 星 霜,そ の間 後藤10), Ginzberg-Heilmeyer129),

 Riccitelli161),篠 崎47)及 びそ の門 下桜 井45),

油 谷,朴106), Urra-Baena174),武 藤95)及 びそ の

門 下.勝 沼28)及 びそ の門 下,和 田109),安 藤3),

吉 田107),杉 浦49),串 崎34), Dockhorn119), Foa-

Roizin125),中 村69),石 川5)等 幾 多 の研究 者 に

よ り追試 され,こ の方 面に於 け る研 究 は多 彩

を極 め るに 至つ た.之 を総 括 すれ ば血 球(赤

血球 及び 白血 球 の主 と して好 中球)の 調 節 中

枢 が間 脳 に存 在 し,或 は 間脳 を発 した血 球 調

節神 経 が頸髄 を通 過 す る事 に等 し く一 致 して

い る.更 に頸髄 通 過後 の血 球 調 節神 経 の詳細

な る走 行 分布 も,現 在 で は小 宮一 門41)特 に 林

田75),那 須70),木 村(憲)32)に よ り闡 明 せ られ

た.即 ち之 を 要記 すれ ば,血 球調 節 神経 は 間

脳 に 発 し,脊 髄 を下 降 し胸 髄第3節 よ り腰 髄
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第3節 の間で脊髄 を脱出 し,交 感神経幹,大

小内臓神経を経て主 として肝脾に分布 し,血

球増多を必要 とす る刺戟に よ り起つた中枢の

興奮 は先づ肝脾に伝わ り,こ ゝで氏等 の所謂

Poetinが 造 られ,之 が造血組織 に作 用 して

血球の生成を促進する と云 う.更 に赤血球,

好中球のみな らず好酸球,好 塩基球,単 球,

淋 巴球,栓 球の調節中枢及びその走行 も上述

の経 路を辿 るものが多い事が明 らかに され,

従つてPoetinも 各種 のものが証明 されてい

る.か ゝるPoetinの 共通性状 として井上12)

は骨髄栄養血管の拡張作用があ り,骨 髄 より

の細胞動員性刺戟 ともなると云 う.

以上の如 く血球が中枢性に調節 され る事は

疑 う余地のなきもの となつたが,従 来の実験

を見るに主 として中枢に直接手術的或は物理

的刺戟を加 え,又 或種 の薬物を注射 し,或 は

又中枢を曠 置せ る後同様の刺戟を加へた りし

て,依 つて起 る血球の変化を全身血液像に就

て検せ るものが多い様 であ り,為 に骨髄 に於

け る血球出納を窺知 し得ない憾みがあ る.こ

の点極 く最近西川-岡 本72)が 家兎自律神経中

枢を電気的に刺戟 し,教 室の塩見46)は家 兎間

脳 に レ線照射を行い,共 に 大腿 骨栄養静脈血

液像を観察 しているのは興味あ る実験で,中

枢 と骨髄造血乃至血球動員 の複雑 なる関係に

漸 く解明の曙 光が射 し始めた もの とも云 えよ

う.

斯 の如 く血球 の中枢神経性調節の比較的最

近論議 された るに 反し,末 梢神経性調節は古

くより唱 えられていた.抑 々骨髄が神経 を有

す る事は既に1700年Duverney38)に より認

め られたが, 1850年Luschka38)が 之は 交感

神経に属す る事を 証明 し,以 後Ottolenghi38),

 Kolliker38)等 に よ り追試実証 された. Foa126)

は骨髄 に多数の無髄神経線維があ り,之 は恐

らく血管運動を司 り骨髄 容量の変化を来 して

成熟若 しくは未成熟骨髄細胞の流血中への出

動機転に作用す るのであろ うと述べた.就 中

竹山56)は骨髄 内神経線維は主 として栄養孔 よ

り進入す る有髄 無髄 の混合線維 であ り,こ の

中に栄養血管に伴 うもの と血管に無 関係に進

入す る もの とがあ るが,両 者共遂には実質細

胞間に終末網 を形成 し,前 者 は血管運動的意

義を有す ると述べ,更 に骨髄 は交感 及び副交

感両神経 より支配 され るも副交感神経線維の

方が多 きが如 しと述べ てい る.以 上 の如 き骨

髄組織像所見 より骨髄 の自律神経支配は明 ら

かではあるが,他 方内分泌臓器 と自律神経系

との間の密接 なる関係 に想いを至せば,少 く

とも骨髄 と自律神経 との間に間接的 の影響 の

存す る事 も認め られ る所であ る.之 等間接的

因子を除外 し純 粋に自律神経 のみの骨髄に及

ぼす影響を観察す る意味に於 て, Drinker120),

中島64)の犬脛骨々髄灌 流試験,森 川98),浅 井1)

の行つた犬猫に就ての腹部交感神経幹剔出或

は脊髄後根切断に よる研究,更 に之を家兎に

於 て実 験 した西川-岡 本71)の研究,又 種 々の

自律神経毒を直接家 兎大腿骨々髄に灌流 した

井上10)11)12),教室の藤田87),副 島52)の研究は

高 く評価 され るべきであろ う.然 しなが ら自

律神経の骨髄 に及ぼす影響に就 ての諸家の見

解 は必ず しも一致 していない.即 ち森川98)は

骨髄造血に対 し副交感神経は促進的に,交 感

神経は抑制的に作用す ると云 い,浅 井1)は 脊

髄副交感神経は造血巣 よ りの血球出動を促進

す る と云 う.西 川-岡 本71)72)は副交感神経が

交感神経支配に よる血球 出動を抑制す ると述

べ ているが,一 方井上12)は血球動員が副交感

神経刺戟に よる血管拡張の為に惹起 され る事

を指摘 し,教 室の藤田37),副 島32)も之に左祖

してい る.即 ち骨髄の血球動員並びに抑留機

転 に関 し血管作用 の重要性を力説 してい る.

私は第1編 に於 て,瀉 血後1乃 至2時 間に

於け る大腿骨栄養静脈血中の血球が,対 照の

股動脈血に比 し増加 している事実を静脈竇内

貯留血球の骨髄外動員に因る もの とし,血 球

生成の促進に因 るものでない事 を強調 した.

この血球動員機転を血球の中 枢神経性調節の

面 よ り解明せんと企 て,脊 髄 を高位切断 した

後瀉血を行つて栄養静脈血液像 の推移を観察

し,更 に一側腹部交感神経幹を剔 出した家兎

に瀉血を行 つて両側栄養静脈血液像の推移を

比較観察 し,以 て骨髄 の血球動員機転を末梢
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(自律)神 経性 調節の面か らも探 索せん と企

てた.

第2章　 実験材料並 に実験方法

1)　 実験動物,瀉 血法,骨 髄栄養血管の露

出,血 液諸検査は第一編に詳 述 したので省略

す る.

2)　 脊髄切断手術:家 兎を腹臥位に固定 し,

胸部に枕 を挾 み支持器で頭 部を前屈位に固定

して頸椎を後 方に彎曲 させ る.後 頸部 を剪毛,

消毒の上無菌的 に棘状突 起に沿い約5cmの 皮

膚切開 を行い,次 いで筋膜,筋 肉を切開 した

後棘状突起を剪除 し,更 に脊椎 弓を注意深 く

剪除す る.茲 に於 て家兎をエーテルで麻酔 し,

必要に応 じて更に塩酸プ ロカインの局所麻酔

を行つた後,眼 科用尖刀で硬脳膜 を開 き次い

で脊髄 を横に切断す る.こ の際硬脳膜のす ぐ

外側を走 る脊髄 動脈を傷害 しない様細心の注

意を払い,又 脊髄 は同一切断部位 に数回尖刀

を入れて完全に切断せ るのを確認する.切 断

後直 ちに筋膜,筋 肉,皮 膚 を縫合 し小 量のペ

ニシ リンを注射 して手術を終 る.手 術終了後

約24時 間で実験に供 した.

3)　 腹部交感神経 幹剔出手術;家 兎を背位

に固定 し剣状突起 よ り恥 骨結合に至 る皮膚を

剪毛,消 毒の上無菌的に正中線切開を行い,

次いで筋膜,腹 膜を同様 正中線切開を行つた

後,胃,腸,肝,脾 を一 側に引出 し,生 理的

食塩水で湿 した消毒 ガーゼで包み冷却を防 ぐ.

脊柱の前側方で腹膜 を剥離 して,後 腹膜,腸

腰筋 の内側で一側交感神経幹を求め,そ れ よ

り上方又は下方に数個 の交感神経節を交感神

経幹 と共に剔出 した後,腹 膜,筋 膜,皮 膚を

縫合 し小 量のペニ シ リンを注射 して手術を終

る.手 術終了後約24時 間乃至48時 間で実験に

供 した.

第3章　 実 験 成 績

第1節　 脊髄 高位切断の場合

第1項　 赤血球 系の変化

3例 に就 き,頸 髄第7節 切断後24時 間で体

重 当瓩15ccの 急性瀉 血を行い,栄 養静脈並に

対照股動脈の赤血球数,網 赤血球数を計算 し

た.結 果 は第7表,第7図 に示 す如 くで あ

る.

第7図　 脊髄切断後瀉血せ る場合 の

赤血球系の変化

上段　赤血球数　 下段　網赤血球数

No . 11

No. 12

赤血球数は栄養静脈,股 動脈血共に瀉血直

後既 に減少す る.そ の後 の経過に於 て股動脈

赤血 球数は僅かの動揺 を示 しなが ら漸減す る

か(No. 11),或 は瀉血直後 の値 を持 続 す る

(No. 12 No. 13)の に反 し,瀉 血後30分 乃至

2時 間に於ける栄養静脈 赤血球数の減少度は

股動脈血に比 し非常に少 く,却 つて一つの頂

点を描 いて増加す る.即 ちNo. 11の 瀉血後30

分 より2時 間迄に於け る股動脈血 との差は夫

々24 68. 52. 22万 を数え1時 間値を頂点 とす

るが,2時 間以後その増加 も見 られず股動脈
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第7表　 脊髄切断後瀉 血せる場合の赤血球系の変化
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血 と殆 ん ど近 似 した値 を と り漸 減す る. No. 

12で は瀉 血 直後 よ り2時 間 迄 に於 け る股 動脈

血 との差 は夫 々22, 56, 40, 28, 14万 を 数

へ30分 値 を頂 点 とす る.然 し3時 間 以 後 は

No. 11と 同 じ く栄 養 静脈,股 動脈 血の間 に 差

を 認 めず,平 行 して瀉 血 直後 の値 を示 しなが

ら経 過 す る. No. 13の 瀉 血後1時 間30分 よ り

2時 間30分 迄に 於 け る股 動脈 血 との差 は夫 々

76, 102, 40万 を 数 へ2時 間値 を 頂点 とした

増 加 が見 られ るが, 3時 間 以 後栄養 静脈 赤血

球 数 も減 少 し,股 動脈 血 と近似 した値 を と り

両 者 平行 して経 過 す る.

No. 13

網赤血球数はその千分比で栄養静脈,股 動

脈血間及 びその各 々の経過に於 て有意 の差を

認めない.即 ちNo. 11は2‰ 以内, No. 12は

4.2‰ 以内, No. 13で は3‰ 以内の不定 の動

揺を見 るのみである.従 つ て網 赤血球絶対数

は3例 共略 々赤血球数の 動 き に一 致 し てい

る.

栄養血管は瀉血直後著 しく收縮 し,約30分

乃至1時 間頃 よ り恢復の傾向を認めたが瀉血

前の血管口径以上に拡張す る事はなかつた.

第2項　 白血球系の変化

3例 に就 き,夫 々胸髄第1節,頸 髄第7節,

胸髄第2節 を切断 した後約24時 間で体重当瓩

15ccの 急性瀉血を行 ひ,栄 養静脈並に対照股

動脈の 白血球数,偽 好酸球数を計算 した.結

果 は第8表,第8図 の如 くである.

第8図　 脊髄 切断後瀉血せ る場合の

白血球系の変化

上段　白血球数　 下段　僞好酸球百分比

No.  14

No. 15

白血球数は栄養静脈,股 動脈血共に瀉血直

後減少す る.そ の後股動脈 白血球数は動揺を

示 しなが らも増加の傾向を有す るが,栄 養静

脈 白血球数の増加は遙か に早 期 に 且 つ 著 明

に認め られ,赤 血球数 と同 様 に 瀉 血 後1時

間30分 乃至3時 間30分 に一 つ の頂 点 を描

く.即 ちNo. 14の 股動脈血白血球数は瀉血後

30分 で瀉血前値に達 し以後略 々1時 間値を持

続す るのに反 し,栄 養静 脈 血の1時 間30分, 

2時 間に於 ける増加は著明で股動脈血 との差

は夫 々2550, 2150を 数へ る.以 後4時 間30分

迄僅かなが ら優位を示 しているが, 5時 間以

後は股動脈 と略々一致 している. No. 15に 於

ても股動脈血白血球数は瀉血後2時 間 より比

較的急激に増加 して4時 間30分 で略 々瀉血前
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第8表　 脊 髄 切 断 後 瀉 血 せ る
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値 に達 し,以 後更に増 加するが,栄 養静脈血

の増加は更に早期に起 り, 1時 間で既に瀉 血

前値に達 し,以 後3時 間30分 迄増加を続け股

動脈血 との差は 夫々2550, 2900, 2000, 1150. 

1100, 1800を 数え る.然 しその後は減少 し4

時間30分 では股動脈血 と略 々同値 とな り, 5

時間 より9時 間の間で再び股動脈を凌 駕 し7

時間に第2次 頂点を示 して増加する. No. 16

では股動脈白血球数 は瀉血後1時 間で瀉血前

値に達 し,以 後増加を続け6時 間で最高値を

示すが,栄 養静脈血の増加は之 より遙かに著

明 で1時 間30分 で最高値を示 した後漸減 し,

以後再び増加 してNo. 15の 如 く4時 間30分 に

第2次 頂点 を 示 し,然 る後股 動 脈 血 と略 々近

似 した値 を示 しなが ら平 行 して減少 す る.即

ち瀉 血 後1時 間 よ り5時 間迄 の栄養 静 脈,股

動 脈 血間 の差 は3350, 3800, 2750, 2900, 750, 

1400, 1600, 1900, 1800を 数 え る.

No. 16

偽好酸球はその百分比 で白血球数の推移に

密接な関係が認められ ない.即 ちNo. 14は 瀉

血後5, 6時 間でむ しろ栄養静脈血の方が減

少 し, No. 15で は栄養静脈血の方が股動脈血

より僅か の優位を保ち,両 者共瀉血後次第に

軽度の増加 を見るが,之 とて白血球数の動き

に一致 を見 ない.又No. 16は 瀉血後30分 に

栄養静脈血に増加を見,更 に股動脈血 との差

13.2%を 数 えるが, 1時 間以後両者間 及び各

々の経過に認むべき変化を見ず,両 者平行 し

て増減 な く経過する.又 偽好酸球核型推移 も

認められない.従 つ て偽好酸球絶対数はNo. 

14で はむ しろ百分比の動 きに一致 し, No. 15, 

No. 16で は概ね白血球 の 動 きに一 致 し て い

る.

栄養血管は瀉血直後著 しく收縮 し, 30分 乃

至1時 間頃 よ り恢復の傾向を認めたが瀉血前

の血管 口径以上に拡張す る事 はなかつた.

第2節　 一側腹部交感神経幹剔 出の場合

第1項　 赤血球系の変化

3例 に就 き一側腹部交感神経幹剔 出後24時

間で体重当瓩15乃 至20ccの 急性瀉血を行 い,

両側栄 養静脈の赤血球数,網 赤血球数を計算

した.結 果 は第9表,第9図 に示す如 くであ

る.

第9図　 一側腹部交感神経幹剔出後瀉血

せ る場合 の赤血球系の変化

上段　赤血球数　 下段　網赤血球数

No. 18

赤血球数は左右栄養静脈血共に瀉血直後殆

ん ど平行 して減少するが,以 後比較的急激に

増加 し,両 者夫 々1乃 至1時 間30分 で最高値

を示 した後再び平行 して漸減 し両者 の間に顕

著な差 を見ない.即 ちNo. 18の 左右 栄養静

脈赤血球数は瀉血後1時 間30分 に頂点を描 い

て増加 した 後 両 者 殆ん ど一致 して漸減 し, 

No. 19で は剔出側が瀉血後1時 間に,健 側が

1時 間30分 に夫 々最高値 を示 して剔出側 の増

加 が幾分早 く,瀉 血後30分 で両者の差38万 を

数え る.然 し1時 間30分 以後両者 は殆ん ど平

行 して漸減 し, 4, 5時 間に於て剔出側に28万,
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第9表　 一側腹部交感神経幹剔出後瀉血せる場合の赤血球系の変化
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22万 の優位が見 られ るに過 ぎない. No. 20に

於 て も剔出側 の増加が健側 よ り早 く,前 者は

瀉 血後1時 間に,後 者は1時 間30分 に夫々最

高値 を示 し, 1時 間に於け る両者の差は32万

を数 えるが, 2時 間では両者平行 して急減 し

て以後その値の前後を略 々平 行 して 増 減 す

る.

No. 19

網赤血球数はその千分比で,瀉 血経過の前

半期に於 て左右栄養静脈血間に有意 の差を認

めないが,後 半期に於ては剔出側が健側 よ り

優位 を示す傾向を見 る,即 ちNo. 18は 瀉血後

5時 間迄左右栄 養静脈血間及 び各々の経過に

於 て4.2‰ 以内の不定 の動揺 を見 るが, 6時

間で剔出側が健側 よ り5.4‰ 優位 し, No. 19

では瀉血後2時 間迄5.4‰ 以内の動揺を示 し

なが ら増加するが, 2時 間30分 以後剔出側が

その ま ゝ増加す るのに反 し,健 側は5.2‰ 以

内の動揺を示 して増加の傾向が少い. No. 20

は左右共その経過に於て動揺 が著明であるが

両者間には認むべき差を見ず,瀉 血後1時 間

30分 を頂点 とした増加を示す.然 しやは り2, 

5, 6時 間で剔 出側が健側に比 し夫 々6.8, 5.2, 

5.8‰ の優位を示 してい る.従 つて網赤血球

絶対数は, No. 18で は瀉血後5時 間迄略 々赤

血球数 の動 きに一致 し, 6時 間で剔出側が約

1.6万 の 優位 を示す. No. 19, No. 20で は赤

血球数 よりむ しろ千分比の動 きに一致 し,剔

出側が後半期に於 て優位 を示 してい る.

No. 20

栄養血管は左右共瀉 血直後著 しく收縮 し,

約30分 より恢復の傾向を認めるが瀉 血前の血

管口径には復 さなかつた.又 左右栄養血管口

径は肉眼的に認むべ き差はなかつた.

第2項　 白血球系の変化

3例 に就 き一側腹部交感神経 幹剔出後24乃

至48時 間で体重 当瓩15乃 至20ccの 急性瀉血

を行 い,両 側栄養静脈 の白血球数,偽 好酸球

数 を計算 した.結 果は第10表,第10図 に示

す如 くである.

白血球数 は左右栄養静脈 血共に瀉血直後殆

んど平行 して減少す るが,以 後急速に増加 し

両者夫 々1乃 至3時 間で最 高値に達 した後再

び減少す る事に一致す る.然 しその後の経過

に於 ては更 に減少する もの,或 は再び増加す

るもの,或 は亦増減を見 ない もの等があつて

一定 しない.即 ちNo. 21は 瀉血後30分 に健

側が増加 してい るのに反 し剔出側は増加を見

ないが,そ の後は剔出側が軽 度の優位を示 し

なが ら両者殆ん ど平行 して増加 し,瀉 血後1

時間で瀉血前値 に,更 に1時 間30分 では最高

値に達す るが,後 比較的急速に減少す る. 3, 

4時 間に再度増加の傾 向を見 るが,概 ね両者

平行 して漸減する. No. 22は 左右栄養静脈血

共に殆 んど一致 して経過 する.即 ち瀉 血直後
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より速かに増加 し1時 間で最高値に達 し, 3

時間迄略 々之に近 い値 を持続 した後3時 間30

分に至つ て急減す る.然 し4時 間 よ り両者再

び漸増す る. No. 23(手 術後48時 間で瀉血を

行 う)は 瀉血直後 より急激に増加 し健側が3

時間で最高値 を示すが,剔 出側の増加は之 よ

り早 く既に1時 間 で最高値 に達す る.然 し以

後比較的速かに減少 し2時 間30分 では健側以

下 となる.即 ち瀉血後1時 間 より2時 間迄は

1450, 1450, 1050の 差で剔出側が, 2時 間30

分 よ り3時 間迄は550, 400の 差で健 側が 優

位を示すが,そ の差は極 く軽度の もの と言え

る. 3時 間30分 では両老平行 して減少 し,以

後 この値の前後を両者共軽度の動揺を示 しな

が ら経過す る.

第10図　 一側腹部 交感神経幹 出後瀉血

せ る場合の白血球系の変化

上段　白血球数　 下段　僞好酸球百分比

No. 21

No. 22

No. 23

偽好酸球はその百分比で, No. 21に 於 ては

左右栄養静脈共 に概ね白血球数の動 きに一致

し, No. 22で は瀉血直後両者略々平行 して軽

減 し, 30分 では瀉血前値以上に軽度増加 し以

後両者略々一致 して著 しい増減を見ずに経過

す る. No. 23は 瀉血直後既 に増加 し3時 間迄

は概ね白血球数の動きに一致す る.然 し3時

間30分 では白血球数 に一致 した減少 は見 られ

ず,健 側ではむ しろ最高値 を示 し以後漸減す

るのに反 し,剔 出側 では極 く軽度の減少を示

し以後漸増する.然 し全般的に見て左右栄養

静脈血間の差は9.2%以 内で顕著な もの と言

えない.又3例 とも各々の経過に於 て著明な

核左方推移を認めず,左 右両者間にも著 しい

差を見 ない.偽 好酸球絶対数は3例 共概ね白

血球数の動 きに一致 してい る.

栄養血管は赤血球系群 と同様瀉血直後收縮

し, 30分 乃至1時 間頃 よ り恢復の傾向を認め

たが瀉血前の血管 口径以上に拡張す る事はな

かつた.又 左右栄養血管口径は肉眼的 に認む

べき差を見なかつた.

第4章　 総 括

本実験を総括すれば次の如 くであ る.

(1)　家兎の脊髄 を胸髄第2節 以上で切断 し

た後体重 当瓩15ccの 急性瀉血 を行えば

i)　大腿骨栄養静脈血 中の赤血球数,網 赤

血球数 の減少度は,対 照 の股動脈血 に比 し非

常 に少 く,却 つて瀉血後30分 乃至2時 間に一

つの頂点を描 いて増加 し,以 後漸次減少 して
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第10表　 一 側 腹 部 交 感 神 経 幹 剔 出 後
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瀉 血 せ る 場 合 の 白 血 球 系 の 変 化
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股動脈血の値に略 々等 し くなる.

ii)　白血球数,偽 好酸球数 の増加 も,対 照

股動脈血 の増加度に比 し遙 かに早期に且つ強

度に起 り,瀉 血後1時 間30分 乃至3時 間30分

に於 て赤血球 系 と同様一つの頂点 を描 く.

iii)　網赤血球千分比,偽 好酸球百分比は栄

養静脈,股 動脈血間及びその各々の経過に於

て認むべ き変化を見ず略 々一定値 を示す.又

栄養静脈血 の偽好酸球に認むべ き核左方推移

を見ない.

要之,偽 好酸球 百分比を除き,第 一編 に於

け る無処置家兎瀉血の場合 と殆ん ど同 じ結果

を得た.

(2)　家 兎の一側腹部交感神経幹を剔 出した

後,体 重当瓩15乃 至20ccの 急性瀉血を行い,

左右栄養静脈血液 像の推移を比較すれば

i)　赤血球数は左右間に有意の差 を見ない

ii)　網赤血球数 は千分比,絶 対数共に瀉血

前半期に於 ては左右間に有意の差を見ないが,

後半期で剔出側が優位を示す傾向があ る.

iii)　白血球数は剔出側が極 く軽度の優位を

示す傾向があるが,そ の差は概ね1000以 下で

ある.

iv)　偽 好酸球は百分比,絶 対数共に有意の

差 を認めない.

v)　左右栄養静脈血共に赤血球,網 赤血球

数及び白血球,偽 好酸球数は瀉血直後減少 し,

次いで1乃 至2時 間を頂点 とした著明な増加

を認め,そ れは特に赤血球系に著 しい.

(3)　栄養血管は脊髄切断群,一 側腹部交感

神経幹剔出群何れに於 ても,瀉 血直後著 しく

收縮 し,約30分 乃至1時 間頃 より恢復の傾向

を認め るが,実 験終了迄瀉血前の血管 口径以

上に拡張す る事はない,又 一側腹部交感神経

幹剔出群 に於ては,左 右栄養 血管口径の間に

も肉眼的に認むべ き差を見ない.

第5章　 考 按

扨て緒言に も述べた如 く血球の調節中枢が

間脳 に存在 し,そ の調節神経が頸髄を下降 し

てい る事,更 に骨髄側 より之を見れば骨髄に

甚だ豊 富に自律神経線維が存在す る事 も最早

疑いのない事実であ るが,周 知の如 く間脳は

自律神経の高位中枢に位置す る為,血 球増多

を必要 とす る刺戟 によ り起つた間脳の興奮 と

骨髄 の造血乃至血球動員 との関係は,直 接 間

接 の因子が入 り乱れ複雑 極 ま る様 相 を 呈す

る.即 ち間脳の興奮が直接骨髄 の自律神経 に

伝 達され るとい う考え方以外 に,そ の興奮は

必然的に諸種内分泌腺 の分泌を左右 し,更 に

その分泌す るホルモ ンの影響の存す る事 も考

えねばな らぬ.換 言す れば間脳の興奮は血管

運動,血 流速度,血 圧或は心臓收縮 力の変化,

血液貯溜諸臓器の態度,或 は亦新陳代謝,呼

吸,体 温の変化等全 身自律神経作用に重大 な

影響を及ぼ し,之 等間接的因子に よつ ても骨

髄 の自律神経が影響 されるのであ り,亦 造血,

血球動員 も影響を受け るのである.更 に瀉血

とい う一大侵襲が加わつた場合,こ の関係が

益々複雑 とな る事 も容易に想像 され得 る所で

あ る.或 は間脳 の興奮が内分泌臓器 ならざる

肝臓に至 り,こ ゝで各種Poetin-小 宮41),或

は白血球増多物質Neutrophilin-武 藤97)が 生

産 され,之 が血 中に入つて骨髄 を刺戟す ると

も云われ仲 々断定を下 し得ない現況であ る.

然 し之等 は全 く当然の事 と思惟 され るのであ

つて,総 ての生体現象が唯一の因子のみに よ

つて統制支配 され るとは考えられない.瀉 血

後の骨髄 栄養静脈血液像 の変化を神経支配の

面 よ り論 じた実験は見当らないので,私 は こ

ゝで中枢神経支配の観察には従来好 んで用 い

られた脊髄 高位切断法を小宮一門41)に做つ て

胸髄第2節 以上で行い,末 梢(自 律)神 経 支

配の観察には,沖 中の言の如 く可及的間接的

因子を除外 し而 も手術的侵襲 の少い腹部交感

神経幹剔出法を,森 川98)に做つ て実施 した次

第 である.

第1節　 脊髄 高位切断の場合

昭和10年 勝沼28)は その門下和田109)と 共に

宿題報告に於 て,中 枢神経性支配下の骨髄血

球動員を白血球に就て注 目すべ き見解を述べ

ている.即 ち造血器 に対 して或刺戟が及ぼ さ

れ る場合,之 を造血乃至Zellreifungに 対 す

る刺戟 と貯臓細胞の動員に対す る刺戟 とに区
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別 して考える事を強 調 し,中 枢性交感神経 性

調節刺戟は主 として骨髄細胞殊に好中球の動

員のみを司 り,細 胞増生的には作用せず,而

もか ゝる骨髄細胞の動 員は頸髄切断に より阻

止 され ると主張 した.更 にDenecke118)が 再

生不良性 貧血でその骨髄像に夫れに相 当す る

像が得 られ なかつた例にヂアテル ミーの間脳

照射を行 い, Knochenmarkssperre(骨 髄細胞

動員が抑制 された状態)を 除き得た事を評 し

て,骨 髄細胞の中枢性調節なるものが細胞動

員のみに対 して密接 な関係 を有す るものであ

ると考察 し,又 第一編で述べた如 く井戸一鈴

木7)の 後出血性 白血球増多症の研究中,そ の

第一期増多を骨髄貯臓細胞の動 員である と推

定 した.出 血後の骨髄 貯臓細胞の動員に関す

る限 り,之 は氏等の卓見であ り,既 に第一編

に於 て私がその考察 の正 しい事を実証 したの

であるが,更 に之を中枢神経支配下の骨髄貯

臓血球動員論にまで敷衍考 察す るには,氏 等

も断つてい る如 く具体的 の実 験材料に欠け る

憾みがある.若 し中枢性交感神経 性調節下に

骨髄細胞が動員され,之 がそのま ゝ出血後の

白血球増多機転にあてはまるものな らば,当

然該動 員は頸髄切断に よ り阻止 され るもので

あ り,私 の実 験成績に於け る瀉血後1乃 至2

時間の栄養 静脈血中白血球増多 も認め られな

い筈であ る.然 るに私の成績では前述の如 く,

白血球数に殆ん ど影響を受けなかつた事か ら,

勝沼28)109)等 の交感神経性動員的骨髄 細胞調

節の考えを全面的に否定 するのではないが,

少 くとも出血後1乃 至2時 間の骨髄細胞動員

は中枢性交感神経 陸調節を家 らない ものと言

う事が出来 よう.

転 じて,古 く1906年Carnot-Deflandre115)

は瀉血貧血家兎の血清に赤血球生成促進物質

を認めHemopoietineと 名 付 け た.そ の後

Gibelli128), Muller158), Mansfeld148),前 田88),

丁61),姜48),宮 田93),岡21), Erslev124)等 その

他内外多数 の追試が行われ,そ の生成器官或

は循環血 中への出現期 日等に就て多 くの業績

が発表 されたが,何 れにせ よその循環血中へ

の出現 は瀉血後24時 間 よ り3～7日 に亙つて

い る.一 方 白 血球 生成 促進 物 質 が瀉 血 の際 産

生 され る事 に就 て も, Carnot-Deflandre115)が

Hemopoietineに よ る赤 血球 増 多 の 際 白 血 球

も増 加 す るであ ろ う と推 定 し, Gibelli128),尾

中24),勝 間 田29)が 之 を 実 験 的 に証 明 した.

又 か ゝる赤 血球 生 成 促進 物質 の存在 を健 常 動

物 に 認 め て い る者 も少 くな い. Istamanowa-

Tschilipenko140)は 正常 家 兎脾 静脈 血清 に は 多

量 の赤血 球 新生 刺戟性 物 質 を 含有 す るが,一

般 循 環 血の 血清 に は殆 ん ど含 有せ ず,瀉 血貧

血 家 兎 で は一 般 循 環血 血清 中に も梢 々多 量 の

該 物 質 の 出現 を見 る と言 い,勝 間 田29)も 之 に

似 た 成績 を得 てい る.中 村67)は 肝 静脈 血 漿に

は網 赤血球 を著明 に 増加 させ る作用 が あ るが,

下 空 静脈,門 脈 の血 漿に は か ゝる作 用 は ない

と述 べ てい る.茲 に 於 て,か ゝる血 球 生成 促

進 物質 が 出血 後 の骨髄 血 球 生成 の みな らず,

骨髄 血球 動 員に も或程 度関 与す るので は ない

か と云 う疑 問 が 当然 浮 び上 つ て来 る.

小宮41)は その広 汎 な る研 究に 於 て,生 体 内

で造 られ る 血球 生成 促 進 物 質 をPoetinと 云

う名で 統一 し,血 球 の種類 に 応 じてErythro

poetin, Leucopoetin, Thrombopoetinと 名付

け たが 之等 は夫 々赤血 球,白 血球,栓 球 の生

成促 進 に特 異的 に作 用 す る事 を証 明 し,更 に

LeucopoetinをNeutropoetin, Eosinopoetin, 

Basopoetin, Monopoetin, Lymphopoetinに 細

分 して,之 等 も該 当血 球 の生成 促進 に特 異的

に作 用 す る事 を証 明 した.而 して之 等Poetin

産生 は,主 として頸髄 を通 過 す る血 球調 節神

経 の支 配下 に肝,脾 で行わ れ る と云 う.そ の

門下 の 林 田-上 野77)は 瀉血 家 兎 の血 清 中に網

赤血 球 の生 成 を促 すErythropoetinが 存在 す

る事 を 認 め,小 宮41)は このErythropoetinを

CarnotのHemopoietineに 該 当す る物 質 ら し

い と述 べ てい るが,一 方Erslev124)はCarnot

のHemopoietineを 血 清 アル ブ ミン,α 或 は β

グ ロブ リンら しい とも述 べ てい る.更 に勝 間

田29)30)は この事 に関 し興 味 あ る実 験を行 つ た.

即 ち 赤 白 両 血 球 の酸 素消 費促 進 物質 が 平 素

肝 内 に 多量 に保 有 され て お り,之 は 瀉血 の際

中枢 神経 支配 下 に肝 よ り血 清 中に 移 行 し以 て
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骨 髄 の血 球 生 成 を促 進 す る と云 う.換 言 すれ

ば か ゝる血 球 酸 素消 費促 進 物 質ヘ モポエ チ ン

は,唯 赤 血球 の み な らず 白血 球 の酸 素消 費 に

対 して も特 異 的相 乗 作用 を示 し,赤 血 球,白

血 球 の 生成 を促す.即 ちErythropoetin-小

宮 とLeucopoetin-小 宮 とを兼 ね 有す る もの

で,且 つ その経 過 に従 つ て の消 長 もこの両 者

は よ く平 行 した関 係 を有 す るが,反 之,例 え

ば チ フス ワ クチ ンを注 射 した 家 兎血 清 中に 出

現 す るNeutropoetinは,白 血球 の 酸 素 消 費

に 対 して の み特 異的 相 乗作 用 を示 して 白血球

生 成 を促進 し,赤 血 球 に対 しては か ゝる作用

を有 しな い と云 う　 又 山元105)は 家 兎 に 当瓩

10乃 至20ccの 瀉 血を行 うと,血 小 板 が瀉 血

後1乃 至2時 間 よ り漸 増 し4乃 至6時 間後 に

最 高値 に達 す るの を 認 め,瀉 血後3時 間 目頃

の血 清 に はThrombopoetinの 存 在 す る事 を

明 らか に した.か ゝるThrombopoetinの 産

生 は 中枢 神経 調節 下 に行 わ れ,又 か ゝる血 清

の骨髄 灌 流で 血小 板 の骨髄 游 出 を認 め てい る.

か くの如 く瀉血 時 に各 種Poetinが 流 血 中に

出現 し,且 つ その 産生 が頸 髄 を通 過 す る中枢

性 血 球 調節 神経 の 支配 下 に行 われ る事が 明 ら

か となつ た が,私 は瀉 血時 に家 兎血 清 中に 出

現 す るLeucopoetinと,種 々の操 作(例 え ば

チ フス ワ クチ ン注射)に よ り家 兎 血清 中に 出

現 す るLeucopoetin(例 えばNeutropoetin-

小宮41)或 はNeutrophilin-武 藤97))が 厳 密

に 同物 質 で あ るか否 か には,そ の産 生 条 件が

全 く異 る為茲 で は解 れ ない で, Poetinに 関す

る限 り林 田-上 野77)のErythropoetin,勝 間

田29)30)の ヘ モポ エ チ ンを主 と し て 考 慮 に 入

れ た い.而 して 之等Poetin-小 宮 は 共 通性

状 として骨髄 栄 養血 管 の拡 張 作用 が あ り,骨

髄 よ りの細 胞動 員性 刺 戟 とな り得 る事 も 井

上12)が 指 摘 してい る.即 ち 当初血 球 生成 促 進

物 質 とい う概 念 よ り出発 したPoetin-小 宮 は,

井上12)に 至 り骨髄 細 胞 動員 物質 で もあ る事が

判 明 したわ け で あ る.茲 に於 て前 述 の疑 問-

血球生成促進物質が出血後の骨髄血球生成の

みならず骨髄血球動員にも関与するのではな

いか-と いう事に或程度の解答が与えられた

のであ るが,之 を以て出血後の骨髄血球動員

機転の全てが解 明 し得た とは速断 出来ない.

何故ならば,栄 養血管は瀉血直後著明に收縮

し, 30分 乃至1時 間を経 て恢復 の傾向を見る

が実験終了迄瀉血前の血管 口径に復す る事が

なかつた点 より, Poetinが 栄養血管の拡大,

血流の好転を来 し,為 に骨髄 血球動員,延 い

ては骨髄栄養の好転,造 血促進を招来す ると

い う井上12)の説に矛盾 を感 じ,そ の価値 が或

程 度減殺され る事 も免れ得ない.こ の事に就

いては第三編 に詳述す る為 こゝでは割愛する

が,何 れに しても瀉血後 中枢神経支配下に産

生 された或種 の血球動員促進物質が骨髄 に作

用す るのであろ うと云 う推定 は大な る誤謬 と

は考えられ ない.か ゝる血球動員物質は恐 ら

くCarnotの 血清であ り,又 林田-上 野77)の

Eythropoetin,或 は又勝間田29)30)のヘモポエ

チンで もあ るだろ う.

か ゝる観点 よ り,血 球動員物質が瀉血後短

時間内に微量なが ら既 に産生 され始 め,全 身

血液像に影響を及ぼ さぬ まで も,骨 髄には影

響を及ぼ しつ ゝあ るもの とすれば,該 物質 の

産生は胸髄第2節 以上の脊髄高位切断に より

停止 し,為 に瀉血後1乃 至2時 間の栄養静脈

血中血球増加に当然影響を及ぼす筈であ る.

然 し私の成績では殆 んど影響を受けなかつた

事か ら,か ゝる血球増加 は血球動員物質即 ち

Poetinの 作用 に因 るもの でない事が 明 らか

となつた.

只私の成績に於 てPoetinの 作用の片鱗の

窺われ るのは偽好酸球百分比に於 てであ る.

即 ち偽好酸球百分比 の増減が 白血球数の増減

に一致せず,栄 養静脈,股 動脈血間及びその

各 々の経過に於ても認むべ き変化を見ず,略

々一定値を示 した.之 は脊髄 高位切断によ り

Poetinが その産生を停 止 し,中 枢神 経性 調

節作用 も失つた為,骨 髄 内造血機能が失調状

態に陥 り,(従 つてこの際 のPoetinの 作用は

血球動員物質 として よりむ しろ血球生成促進

物質 としての作用ではあるが)合 目的 な血球

生成が行われず,又 造血巣 より静脈竇への新

生成熟 血球動員 もその円滑を欠 く為,静 脈竇
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延いては骨髄全体が血液貯溜所 としてのみ存

在す るに過 ぎない為 と考えたい.換 言すれば,

緩徐な静脈竇血流の為循環血液 中の血球が沈

滞貯溜 し,又 造 血巣 より非 合目的に静脈竇 に

游出 した血球が之に加わ り,之 等の血球が瀉

血に より骨髄外へ動員 された為 と解釈す る.

以上 よ り健常家 兎の瀉血後1乃 至2時 間に

於け る栄養静脈血中の血球増加は,中 枢神経

性調節支配を〓 らない事,更 に血球生成促進

物質Poetinの 作用に も因 らない 事が明 白と

な り,又 該増加が血球生成の促進に因らない

で,骨 髄 内の静脈竇貯溜血球の骨髄外動員に

因 る事の一つの裏付け とな り得た もの と考え

る.

第2節　 一側腹部交感神経 幹剔出の場合

本論に入 るに当つて,自 律神経の末梢血液

像に及ぼす影響に就て簡単に回顧考察すれば,

この関係 は1910年Eppinger-Hess123)が 初め

て ワゴ トニー,ジ ムパチコ トニーの症候群を

提唱 し,同 年Bertelli-Falta-Schweeger112)が

之を血液学方面に応用 した事に始 まる.即 ち

氏等は犬及び人に自律神経 毒た るア ドレナ リ

ン,ピ ロカル ピン,ア トロピンを皮下に注射

してその血液像を検 し,交 感神経性緊張亢進

の場合は白血球殊に核左方推移 を伴 う好中球

増加を来 し,好 酸球が減少す るが(交 感神経

性血液 像).反 之,副 交感神経性緊張 の亢 進 し

た場合には淋 巴球,好 酸球が増加 して好中球

は減少 し,一般に白血球減少 を来す(副 交感神

経性血液像)と 主張 した.爾 来 自律神経毒を

動物に注射 し,或 は種々の内分泌疾患 の血液

像 を精査す る事によ りこの関係 を追求 した者

は数知 れず,そ の見解 も甲論乙駁容易にその

決す る所 を知 らない.然 し之 も冒頭に述べた

如 く間接因子を考慮すれば当然の事柄であろ

う.更 に自律経神毒注射時 の血 液像の変化を

以て直ちに自律神経の血液像に及ぼす影響な

りと断定す るの も今一つの慎重 さを必要 とす

る.何 故ならば周知の如 くア ドレナ リンは交

感神経 末梢 を,ピ ロカル ピンは副交感神経 を

夫 々刺戟興奮せ しめ,ア トロピンは ピロカル

ピンに拮抗的 に作用 して副交感神経 を麻 痺せ

しめ るとい う事実,又Loewi144)に よ り唱 え,

られ その後Dale117)学 派に依つて完成 された

神経 の体液性伝導説に よつて も,凡 そ 自律神

経毒は自律神経興奮 と同様に作用す る と考 え

られ易いが,事 実は必ず しもそ うでない場合

もあ る.即 ちDale117)は 大部分の交感神経節後

線維末梢か らア ドレナ リンを生 じ,副 交感神

経及び猫,人 の汗腺,血 管,子 宮に至 る交感

神経の節後線維末梢,す べての自律神経節前

線維末梢か らはアセチール ヒヨリンを生ず る

事を証明 して,前 者をAdrenergic Nerve,後

者 をCholinergic Nerveと 分類命名 したが,

之は一見明 らかな如 く従来の解剖的名称 と一

致 しない.又 成書に も記 してい る如 く,自 律

神経 毒には少数 なが ら逆反応の認め られ る事

等 よ り考察 して もその一端が伺われる.血 液

像に関 して も井上12)は自律神経毒,就 中刺戟

毒を注射 した場合,生 体 の防禦機能 として直

ちに之を抹消無害ならしめ る機転即 ち対蹠神

経の興奮を誘起 し,而 も比較的長 く続 く事 よ

り,そ こに現われた血液像が果 して注射物 自

体 の作用に因 るものであ るか否か吟味を要す

ると強調 し,呉37)も 夙に自律神経 毒は 自律神

経興奮 と同様に作用す る とは限 らず,ア ドレ

ナ リンのみが交感神経性血液像を示す と述べ

てい る.

以上の見地 よ り,自 律神経毒の注射或は自

律神経興奮 と末 梢血液像 との間に一定 の結論

を得ない事が容易に理解 出来 るが,独 り一定

の傾向の見 られ るのはア ドレナ リン注射に よ

り血球の増加を来す事のみである.然 し之 と

て も血液像の変化機転に関 しては全 く諸説区

々として一定 しない.即 ち脾或は肝 より血球

が圧 出せ られ るとなす者,血 液分布の変化に

由るとなす者, Chemotaxisの 変化に因 るとな

す者,血 液酸塩基平衡状態の変化をその一因

となす者,血 液濃稠に因る となす者,血 圧の

上昇を挙げ る者,自 律神経の刺戟に因 る とな

す者,骨 髄 の血球動員 を主因 となす者,或 は

骨髄機能の亢 進が主因であ るとなす者等があ

り,如 何にその間接因子が重大な役割を演 じ

ているか ゞ明瞭であろ う.
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扨て本論に返 り,自 律神経 の 骨髄 に及 ぼ

す影響 に 関 してWalterhofer175), Papillian-

Jianu159), Mandelstamm147),林 田76)等 はア ド

レナ リン注射に より骨髄に刺戟 像を認め,森

川98)は腹部交感神経幹剔出に より脛骨骨髄機

能 の上昇 を,脊 髄副交感神経切断ではその低

下す るのを認め以 て交感神経 は造血抑制的に,

副交感神経は促進的に作用す る と述べ上記の

説に反対 した.然 しSchoen Berchtold167),中

島64),今 井13),井 上10)11)12),梅田17),松 崎90)

は犬,家 兎を用ひてア ドレナ リンを皮下注射

し,或 は骨髄 に灌流 して栄養静脈血 中に血球

の増加を認めてい る.

ア ドレナ リン注射或は交感神経興奮が骨髄

の貯溜血球を動員す ると解 した者 の中,末 梢

血 より之 を推定 した者にHess134),前 述の勝

沼28),和 田109)が あ り,栄 養静脈血 から判断

した老に中島64),西 川-岡 本71)72),松崎90)等

がある.即 ち西川-岡 本71)72)は 家 兎の腹部

交感神経幹を剔出すれば,大 腿骨骨髄 内有核

細胞数が健側 に比 し10日 後 よ り著明に増加す

る事,内 赤芽球は比較的減少を示 し,偽 好酸

球は成熟型が著 し く増加す る事 を認め,栄 養

静脈血では11日 よ り37日迄の観察に より剔出

側に偽好酸球の核右方推移を伴 う白血球減少

を認めた.そ してか ゝる所見を交感神経支配

の廃絶に よる骨髄造血 の亢 進 と見 るよ り,む

しろ血 球出動の抑制 された状態 と解す るのが

至当であ るとし,黒 津の所謂交感帯Grunthal

の細胞区を刺戟 して栄養静脈血に刺戟直後偽

好酸球の核左方推移を伴 う増多を実証 しその

裏付け とした.

然 し血球の骨髄 動員に関 して も反対論の存

す る事 は否めな く,浅 井1)は 脊髄副交感神経

が血球動員促進的に作用す る事を犬に於 て証

明 している.井 上12)は種々の 自律神経 毒を家

兎の皮下に注射 し或は骨髄 に灌 流 して,末 梢

血 と栄養静脈血 を比較 した結果,交 感神経 緊

張 は栄養血管の收縮 と可成著明な核左方推移

を伴 う偽好酸球増多を来 し,副 交感神経緊張

は之に反 して血 管の拡張 と共に核左方推移を

殆ん ど伴わない偽好酸球増 多 を 来 した事 よ

り,骨 髄 の血球動員は副交感神経刺戟又は緊

張 によつ て惹起 され,こ の際交感神経は動員

に関与 しない とは言わないが,之 は2次 的で

む しろ血球造成的に作用す るだ ろ う と述 べ

た.更 に森川98)の成績を評 して,血 管收縮神

経た る交感神経幹の剔出は血管の拡大,血 流

の好転を起 し,そ の結果骨髄 栄養の好転,造

血 の促進を招来す るが,副 交感神経切断は血

管拡張神経の除去の為反対の結果を惹起す る

と述べ,骨 髄 の血球動員に関 して血管作用の

重大 さを力説 している.最 近教室の藤井(昌)86)

は家兎大腿骨骨髄 に諸種自律神経毒を灌流す

る際,同 時に1%サ イアジン溶 液 を灌 流 し

て,栄 養血管の收縮は骨髄内血流の緩慢を,

その拡張は血流の促進 を惹起す る事を認め,

須賀50),藤 田87),副 島52)と 共に骨髄 の血球抑

留 及び動員に血管作用 が重大な因子 とな る事

を証明 して,こ の方面に於け る研究 に一歩 の

前進を印 した.(サ イアジン灌流試験に就ては

第三編 に詳述す る.)以 上 の説を要す るに,副

交感神経の緊張乃至刺戟は骨髄内血管の拡張,

血流の好転を来 し,従 つて骨髄血球動員を促

進 し,骨 髄機能を亢進す る事に要約 され る.

この事に 関 して 古 くHess134)及 びSchoen-

Berchtold167)も ア ドレナ リンに就てではある

が,既 に骨髄内血流の変化が血球動員に影響

を及ぼすのではないか との疑問を抱いていた

様である.

骨髄の血球動員に関す る上述の二説は,骨

髄実質並に血管に豊富に 自律神経 の存在す る

事か ら何れ も正 しく,そ の取捨 選択に迷 うの

であ るが,西 川-岡 本72)の中枢刺戟時の自律

神経緊張 の判定 には,沖 中22)の附議 の如 く慎

重を要す るもの と思われ る.

茲に於 て私は,副 交感神経血球動員説に従

つて,一 側腹部交感神経幹剔 出に よ り剔出側

の栄養血管拡張,骨 髄血流の好転,延 いては

瀉血時に健側に比 して更に大な る血球の動員

を期待 した.然 し成績は案 に相違 して健側 と

の間に有意の差を認 めず,只 瀉血後4時 間以

後 に於 て剔出側に網赤血球千分比が僅 かに増

加 してい る点で,該 側に血球生成 の促進が漠
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然 と想 像 され るに 止 まつ たの みで あ る.

か ゝる現象 を如 何 に説 明 す べ きで あ ろ うか .

茲 に瀉 血 時 に於 け る生体 反 応 を他 の観 点 よ り

検 索す る必要 が 生 れ て来 る.飜 つ て瀉血 時 に

副 腎 は ア ドレナ リ ンを血 中 に移行 せ しめ,更

に必 要 に応 じて そ の産 生が 旺 盛 とな る事 が古

くTrendelenburg172)以 来 知 られ てお り,又

最 近 はStressに 対 す る生体 反応 の面 か ら も再

び取 上 げ られ よ うと してい る.即 ちCannon114)

はそ の綜 説 で,出 血 時 副 腎 は ア ドレナ リンを

分 泌 し,血 管 收 縮 を来 して血 圧 の下 降 を或 一

定 の点 に止 め,心 搏動 を 旺 に し,更 に 脾 を收

縮 して血 液 を循 環血 中 に動 員 して循 環 機能 の

調節 に 寄 与 す る と 述 べ, Sympatho-Adrenal 

agencyの 重 要性 を説 い て い る.一 方Tren

delenburg173)に 依れ ば,交 感 神経 支配 を受 け

てい る臓 器 よ り交 感 神経 を 除 去 して も,尚 ア

ドレナ リンはその臓器に対 して有効であつて

多 くの場合其効 力は却つて強盛 とな ると云 う.

か ゝる観点 より上述の成績を血管作用の面

か ら考察すれば,正 常時には腹部交感神経幹

剔出によ り骨髄栄養血管の拡大,血 流の好転

を惹起す るだろ うが,瀉 血に よ り血 中のア ド

レナ リンが増加 して全 身血管の收縮 を来 し,

更にTrendelcnburg173)の 説の如 く剔出側の

栄養血管 もその作用を 有効に受け,健 側同様

或は却つ てそれ以上收縮す る為に両者間にそ

の差を見 出し得 ないのであろ うか.

瀉血時 に於け る生体 反応或は自律神経 中枢

たる間脳が受け る影響は複雑を極め る事が容

易に想像 され,又 瀉血 時血 中ア ドレナ リンが

増加す る事,更 に骨髄 に豊富に自律神経の存

在す る事等 よ り,自 律神経が末梢性 に瀉血後

の骨髄血球動員を調節す る事を私は敢て否定

す るものではない.然 し少 くとも腹部交感神

経幹剔出が瀉血後1乃 至2時 間に於ける大腿

骨栄養 静脈血血球増加 に及ぼす影響は僅少な

もの と考え る.該 増加 は更に複雑な間脳 自律

神経系か らの間接的影響に より招来 され るも

のであろ う.

第6章　 結 論

私は上述の実験成績 を総括考按の結果次の

結論を得た.

(1)　家 兎の脊髄 を胸髄第2節 以上で切断 し

た後,体 重 当瓩15ccの 急性瀉血を行えば,大

腿骨栄養静脈血 中に骨髄内貯留血球の動員が

見 られ,そ れは瀉血後1乃 至2時 間に著 しい.

即ち第一編の無処置家兎瀉血 の場合 と殆 んど

同 じ結果を得た.但 し偽好酸球百分比は栄養

静脈,股 動脈血間及びその各 々の経過に於 て

認むべ き変化を見ず,略 々一定値 を示す事 よ

り骨髄内造血機能に失調状態 の存在す る事が

想像 され る.

(2)　家兎の一側腹部交感神経幹を剔出した

後体重当瓩15乃 至20ccの 急性瀉血 を行 えば,

無処置家兎瀉血の場合 と同様,瀉 血後1乃 至

2時 間に於 て左右大腿骨栄養静脈血 中に骨髄

内貯溜血球の動員が見 られ るが,左 右の間に

有意の差を見ない.

(3)　以上 より瀉血後1乃 至2時 間に於け る

骨髄内貯溜血球の動員 は,中 枢性血球 調節神

経或は末 梢(自 律)神 経直接 の支配を殆んど

〓らない事が明 らか となつた.

(4)　栄養血管口径は第一編に於けるもの と

殆 んど同じ経過を とり,瀉 血 直後著 しく收縮

し,約30分 乃至1時 間頃 より恢復の傾向を認

めるが実験終 了迄瀉血前の血管 口径以上に拡

張す る事はなかつた.而 して脊髄高位切断或

は腹部交感神経幹剔出に よる影響は認め られ

ない.従 つて瀉血後の骨髄血球動員 に関 して,

その血管作用は一義的意義を有 しないもの と

考 える.

擱筆に臨み終始御懇篤なる御指導御校閲を賜りし

恩師平木敎授に深甚の謝意を表す.

(本論文の要旨は昭和30年 日本血液学会第17回総

会に於て発表した)

(文 献 後 掲)
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The Behavior of the Bone Marrow in Acute Hemorrhage

Part 2: The Effect of Neural Transection on the Bone Marrow

 Blood Cell Mobilization after Bleeding

By

Tateki Tachibana

Following the experiments stated in Part 1, in order to examine the blood cell mobili-

zation function of the bone marrow from the viewpoints of central nervous system control

 and peripheral nervous system control, the blood picture of the V. nutricia was observed

 after transecting the spinal cord at a higher level, as did KOMIYA, and also after extir

pating the abdominal sympathetic nerve, as did MORIKAWA. The results are as follows:

1) The marked mobilization of the bone marrow depot blood cells, which is seen 1 to

 2 hours after the bleeding, was not hindered by the transection of the higher-level

 spinal cord. Therefore, the mobilization is little effected by the central blood cell con
trol nerves.

2) Mobilization of the bone marrow depot blood cells is not much effected by the

 extirpation of the abdominal sympathetic trunk. Therefore, its control by the peripheral
 nerves is negligible.
3) The dilation or contraction of the nutricia vessels do not have a primary significance

 in the mobilization of the bone marrow blood cells after bleeding.


